
中国の大学の財務事情についての初歩的な考察＊

要旨

中国の大学は改革の激動期に入っている。経済改革とともに大

何 暁 毅

学も 年近く改革の道を歩ん

できた

政基盤

ど，経

「創収

学経営

キーワ

大学

。特にこの数年は急激的な変

の変化である。国からの運営

済面での独立は大学経営に大

」を認める経緯，収入を増や

の 極化など様々な面から調

ード

財務，大学経営，創収，経営

化を遂げている。この急激な

費の削減と，授業料の自由化

きな影響をもたらした。本稿

す努力，収入の内訳，財務管

べ，論述した。

，事業収入，授業料

変化をもたらしたのは大学の

，経営収入を創り出すの提唱

はその中国の大学の財務事情

理体制，収入の 極化による

財

な

を，

大

．始

近年

振りに

研究施

学生宿

の大学

めに

，中国の大学を訪ねるたびに

圧倒される。学部の新設は当

設も毎年のように創設される

舎は増設ラッシュである。し

は新しいキャンパスを建設し

その発展

たり前で，

。校舎や

かも殆ど

ている。

本稿はその報

なお，本稿

で運営するこ

立の大学であ

学」は歴史が

あまり認識さ

告でもある。

の言う大学は原則，公的な資

とを基本とする国立もしくは

る。最近の中国のいわゆる

浅く，正規大学として中国で

れてないので，対象としない

金

公

「私

は

。

そして

改善さ

から脱

始めた

は莫大

ない。

ほど増

どのよ

教員の収入や住宅事情も毎年

れ，大学の先生はついには惨

却でき，社会的に羨まれる存

。これらの発展，改善，或い

な資金が必要であることは言

しかし中国政府の高等教育予

加してない。それでは， 体

うにしてその莫大な資金を

のように

めな地位

在になり

は建設に

うまでも

算はそれ

どこから，

集めたの

．「創収」

「創収」は

創り出すこと

中国は公有

では大学が少

という方針で

額，国もしく

を認めるまで

新しい造語で，経済的な収入

である。

制の計画経済であった 昔前

なかったことと，エリート教

あったので，大学の運営費は

は設立省庁や地方政府が負担

を

ま

育

全

し

か。そ

して筆

援助を

調べる

＊ 本

申し

の秘密をどうしても知りたい

者は「山口大学日中学術交流

いただき， 年年末，北京

機会を得た。

稿の作成にあたり，「山口大学日

上げたい。

。幸いに

基金」の

に赴いて

中学術交流基金」からご援助を

てきた。大学

授業料など

学など特に国

では学生の

いただいた。

生は国のエリートになるので

切の費用は免除される。師範

にとって重要な人材が育つ大

生活費まで国が面倒を見てく

この場を借りてお礼

，

大

学

れ

を



た。そ

学は運

のため，日本の国公立大学と

営費以外の収入を得ることは

大学教育 第 号（ ）

同様，大

基本的に

収」したか，何をやって収入を増やしたか。

認めず

しか

学の運

ち早く

ドライ

時代だ

ら，給

，また大学もそうする必要が

し国の市場経済への移行と同

営にも変化を迫られた。その

市場経済の恩恵を受けたのは

バーや自営業者であった。イ

けに，大学の教職員は公務員

料だけではとても生活できな

なかった。

時に，大

当時，い

タクシー

ンフレの

であるか

い。しか

）会社創

初めはほぼ

部局を中心に

見つからない

というサービ

就職問題を解

利益をもたら

設

すべての大学は大学のサービ

，教職員の「待業子女」（職

子女）を組織し，「服務公司

ス会社を作り，教職員の子供

決すると同時に，大学にも少

すという 石 鳥をねらった

ス

が

」

の

し

。

し中国

大学な

年頃，

自由に

で国か

校や研

織的に

し始め

政府は経済発展に資金を集中

どに多額の財政投入ができな

政府は大学や研究機関などに

収入を獲得することを認めた

らの運営交付金だけで運営し

究機関などは，規則の縛りを

本業以外で経済活動行い，収

た。知識階層に影響の大きい

するため

い。

工夫して

。それま

てきた学

緩め，組

入を増や

光明日

その後，「

められたので

心に自前の技

な会社を立ち

北京大学の

公司」。今や

し，中国の高

因みに

創収」の政策が本格的に推し

，殆どの大学は理工系学部を

術を生かして社会向けに本格

上げた。その最も成功した例

「方正公司」と清華大学の「紫

中国を代表する企業にまで成

等学校創業の星になっている

のパソコン部門を買収した

進

中

的

は

光

長

。

「聯

報 は

唱促進

部門は

提唱し

そして

やす」

「創収

学校や

当時こう書いて，政府に「創

を促した：「とても重要なの

政策の縛りを緩め，高等学校

，そのための環境を整えるこ

創収という方法で教員の個人

（ 光明日報 付）。

」という活動は中国全社会に

研究機関だけではなく，警察

収」の提

は各政府

に創収を

とである。

収入を増

その後，

広まり，

，税務，

想集団（レノ

学院（中国ア

に創設した会

続いて自前

して成功でき

創設し始め，

）不動産

ボー）」は実はもともと中国

カディミー）が「創収」のた

社であった。

の技術だけではなく，単に投

そうな 般的な会社も各大学

今日に至る。

事業の推進

科

め

資

が

企業管

上げる

のとき

の政府

らゆる

（ 経

個人に

越える

理部門などあらゆる政府部門

ために「創収」するようにな

の新聞はこれらを奨励した

部門はあらゆる方法で事業を

手段で 創収 し，財政収入

済参考報 付）。こ

まで蔓延し，経済転型期の困

ため社会的，個人的に大きな

が収入を

った。そ

。「各地方

広め，あ

を増やす」

れは後に

難を乗り

役割を果

年北京

り壊し，商店

的」と褒め称

不動産事業の

学は 気に

て，それぞれ

ナント収入を

の商売が期待

大学は南側のキャンパス壁を

街を造った。その当時は「創

えられた行動は全中国の大学

幕開けとなった。その後，各

キャンパス周囲の壁を取り壊

商店街や商業ビルを建設し，

得るようになった。学生目当

通り繁盛し，現在，都市部の

取

造

の

大

し

テ

て

ど

たした

ス面を

大きく

．「

それ

反面，社会混乱という大きな

も巻き起こした。そして学校

影響してきた。

創収」（収入）を上げるた

では，中国の大学は 体との

マイナー

経営にも

めの措置

ように「創

の大学に行

なっている。

）授業料

年，「

して，中国政

ち出した。大

っても周囲は賑やかな商業街

の徴収と「拡招」

創収」を奨励する政策と前後

府は高等教育の有料化政策を

学側はそれまで無料だった授

に

に

打

業



料を徴

は各学

中国の大

収し始めた。特に 年以後

校にある範囲内で自由に設定

学の財務事情についての初歩的な

，授業料

できるよ

それまでの事

の「創収」方

考察

業などで増収を図るという大

向を 度変えた。

学

うにな

がった

で，中

昇率の

授業

業料の

は教育

り，それから毎年のように授

。統計によると， 年から

国の大学の授業料上昇率は国

倍以上にもなった。

料の天井知らずの上昇は大学

依存を促進した。特に 年

産業化の政策を推進すると同

業料は上

年ま

民収入上

経営に授

以後政府

時に，都

学部生だけ

視できない。

結果，卒業生

中国の大学卒

になった。

およそ 万

部の有名大学

ではない。大学院生の増加も

大学定員拡大，即ち拡大募集

は異常なまでに増え，それま

業生に無縁な就職難も現実問

年大卒 万人が 年に

人に膨らんだ。就職率はごく

以外， ％から ％で，特に

無

の

で

題

は

人

市人口

策を実

た。

以降，

である

万人に

も 万

大学在

就職圧力の緩和を目論んだ定

施したことはこの傾向を決

年 月「第 次全国教育工

その年国が認めた定員拡大数

。実際は 年の定員 万

万も多く入学者を増やした

人の定員拡大を認めた。

校生総数はついに 千万人

員拡大政

定的にし

作会議」

は 万人

人から

。 年

年中国の

を超えた

気のない学

％台のとこ

大学生は，よ

大学院に進学

大学側は大学

から中国の大

いで増加した

値上がりつ

部・学科や人気のない大学で

ろもある。大勢の就職できな

り良い職に就くため，引き続

を目指し始めた。 年ごろ

院の拡大募集を踏み切り，そ

学院在学生は毎年 桁以上の

。

づける授業料とあふれる入学

は

い

き

，

れ

勢

者

（図

これほ

）。高い授業料と押しかけて

ど簡単に収入を増やせると分

くる学生，

かると，

によって，大

らした。

学側に莫大な授業料収入をも

年度

年

年

年

年

年

年

万

た

人

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

）

教育

まで無

図 出典：「

学生寮の有料化

の産業化や有料化を認めた結

料だった学校の施設は全部有

中国統計年鑑 」ほか

果，それ

料になっ

た。典型的な

中国の大学

や，社会主義

年

年

年

年

のは「寮」の有料化である。

はそれまでのエリート教育思

公有制のため，大学は全部全

想

寮



制であ

入面で

った。この制度はいまでも堅

大学に大きく貢献している。

大学教育 第 号（ ）

持し，収

入寮費は

）出版事

出版事業は

業の参入

殆どの大学がすぐ着眼した事業

年

年

えば

千万元

れる。

入寮

衛生管

ごろは平均年間 元程度だ

には殆ど 元以上に上が

万人の在校生なら，寮費だけ

（約 億 千万円）以上の収

費だけではない。多くの学校

理などの名目で，布団や日常

ったが，

った。例

で年間

入が得ら

は美化や

用品まで

であった。そ

や学術雑誌を

るものの，本

（認められな

られて以降

ビッグバンと

版社を創設し

れまで中国の大学は学内広報

編集する組織及び印刷工場が

格的な出版社が存在しなかっ

かった）。「創収」の号令がか

，改革開放後の中国社会の出

ほぼ同時に各大学は相次いで

た。基本的に本来の学術雑誌

物

あ

た

け

版

出

の

指定さ

益まで

）

中国

や水道

浴施設

ゆるサ

れた物品を購入させ，その分

追求した。

サービス関係を事業化

の大学は計画経済の名残で電

修理工から施設建設や管理，

，冬の暖房サービスなど，あ

ービス部門を備え，たくさん

の商業利

気修理工

食堂，入

りとあら

の職員を

出版と全く別

出版社を目指

勝劣敗の結果

の利を生かし

版に特化して

系大学の出版

出版である。

えられた面が

組織で， 般市場向けの普通

すところが多い。 数年間の

，北京の 部の大学出版社は

，全国の大学向けのテキスト

成功した。特に利益が高い師

社は中高生向けの進学指導書

これはは中国特有の進学熱に

大きい。

の

優

地

出

範

の

支

抱えて

の大学

「後勤

それか

額では

それま

るよう

く，そ

いた。「創収」事業を始める

はそれらの部門を本体から切

服務公司」という会社組織に

らすべてのサービスを市場よ

あるが，お金で計算するよう

で当たり前だったサービスも

になった。その結果，増収だ

の部分の従業員に支払われる

と，多く

り離して

改組した。

り安い金

になり，

収入を得

けではな

給料等の

）成人教

拓

「成人教育

信教育は多く

つの事業であ

中国は教育

革大革命」の

育と遠隔通信教育事業の新規

」とネット技術に基づく遠隔

の大学が新たに手かけたもう

る。

水準の格差が大きい。そして

年間は教育は殆ど崩壊し，

開

通

「文

停

経費も

）

学生

である

の大食

などの

れてい

節約できるようになった。

学食の活性化

食堂は最も基本的な営業性事

。昔ながらの利益の低い 般

堂がより利益の高いメニュー

工夫をする 方，多くの大学

るのは利益率が大きい裕福な

業の つ

学生向け

を増やす

が力を入

学生向け

滞した。その

て，再教育は

何より経済改

要になり，そ

左右するよう

国政府は「教

育」を提唱し

その風に乗

ため， 定年齢以上の人にと

とても大事なことになってい

革の結果，さまざまな資格が

れによって給料や人生が大き

になった。そのため， 年

育法」の施行で正式に「成人

始めた。

り，各大学は様々な「成人教

っ

る。

必

く

中

教

育

のレス

小型レ

品な料

中国

内の職

その家

げるひ

トランである。キャンパス内

ストランを作り，お洒落な

理で学生を引きつけ，利益を

の大学では教職員の多くもキ

員宿舎に住んでいるので，教

族向けの純粋な営業性食堂も

とつの手段である。

に数多い

囲気と上

上げる。

ャンパス

職員及び

収入を上

学院」と「遠

集を始めた。

籍学生数は

無視できない

）留学生

留学生教育

隔教育学院」を新設し，学生

北京師範大学だけでも両方の

人にも上る。大学にとっ

収入源になっている。

教育事業を強化

は長い間中国は第 世界を支

募

在

て

援



する方

徴は北

中国の大

法の つとして行われてきた

京にある「北京語言学院」こ

学の財務事情についての初歩的な

。その象

と「北京

の高額私費学

学予備校を創

考察

生を受け入れたり，大学院の

ったり，補習や補講，追試な

進

ど

言語文

国語系

ように

く，主

教育と

した。

寮費な

化大学」である。 年前後

大学が留学生教育に乗り出し

国費留学生を受け入れるだ

に先進国から私費の留学生を

同時に大学に収入をももたら

その後，留学生から多額の授

どが入ることに目を付けた多

部の外

た。昔の

けではな

受け入れ，

すことに

業料と入

くの大学

無料の教育活

入を上げるた

いる。

．財務構

それでは，

動の 部を有料にするなど，

めに各部局は必死に取り組ん

造

現在の中国の大学の財務構造

収

で

は

はこれ

いまや

の大学

ほど受

大学は

人ほど

数の

を「創収」の 環として推進

大都会の大学から田舎の大学

も留学生を受け入れている。

け入れている留学生が多く，

長期留学生 人，短期留

が在籍し，長期留学生は在校

％も占めようになっている。

し始めた。

までどこ

有名大学

北京師範

学生

学部生総

体どういう

まず，現段

項目は「国及

費」，「授業料

の営業収入」

教育」，「短期

「留学生受け

版事業」，「校

状況にあるのか。

階で分かった 般の大学の収

び地方政府から交付された運

収入」，「学生寮費収入」，「食

，「補習など各種の雑費」，「成

集中」，「外部からの委託金

入れ事業」，「不動産収入」，

営企業」，「銀行からの融資

入

営

堂

人

」，

「出

」，

）

改革

は祖国

寄付し

きの校

知った

様々な

企業，

寄付集め

開放初めごろ，香港の大金持

の教育事業を支援するため教

始めた。 部の大学には寄付

舎や図書館が次々建設された

他の大学も寄付集めに奔走

名目の記念活動などで大学の

地方政府に寄付を呼びかけた

ちの 部

育部門に

者名前付

。それを

し始め，

や，

。北京大

「民間の寄付

）国及び

中国の大学

り，国と地方

付金を出して

がっている

に必要経費の

」など 数項目にのぼる。

地方政府から交付された運営

は基本的に国立や公立学校で

政府は毎年依然として多くの

いる。しかしその比率は年々

（図 ・ ）。平均して学校運

半分しか公的資金を賄えない

費

あ

交

下

営

な

学や多

「基金

寄付を

師範大

行い，

）

国が

くの大学は常設の寄付金受け

会」を作り，恒常的に全社

呼びかけ，寄付金を集めてい

学は 年創設百年記念活動

記録的な寄付金と記念品など

その他

各大学に「自活」を求めてい

入れ部局

会や に

る。北京

を盛大に

を集めた。

るように，

ので，残りの

ばならない。

ら，公的資金

大学など有名

など多く集め

は低く，授業

い地方の無

い。しかし中

部分は大学側が何とかしなけ

具体的に各大学が事情が違う

の依存度も違う。 般的に北

大学は校営企業の収入及び寄

られるため，公的資金の依存

料以外の収入チャンネルが少

名大学は公的資金の依存度は

国政府の教育方針はエリート

れ

か

京

付

度

な

高

重

大学も

員の基

どの教

ればな

学部な

施する

究活動

また各部局に「自活」を求め

本給を国の運営費でまかなう

育研究活動の経費は各部局が

らないことになった。この政

どは様々な「創収」活動を精

ようになった。教員の収入や

に直に影響を与えるので，正

た。教職

以外，殆

げなけ

策で，各

力的に実

部局の研

規生以外

視志向が依然

実は有名大学

ある。

として強く，少ない公的資金

に多く配分しているのが現状

は

で
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図 出典：「中国統計年鑑 」

）

当然

最大の

中国の

ほどに

図

授業料収入

だが，学生からの費用徴収は

部分を占めている。授業料収

大学発展の原動力であると言

なっている。前述したように

出典：「中国統計年鑑

授業料が

入はいま

っていい

， 年

授業料本格徴

国の大学授業

収増長率の

元あまりから

（図 ）。

」

収以来， 年までの間に，

料の増長率はその期間の国民

倍以上）。総額も 年の

年の 億元以上になっ

中

年

億

た



授業

して，

中国の大

料自由化と学生の拡大募集政

各大学の授業料収入は倍々ゲ

学の財務事情についての初歩的な

策が相乗

ームのよ

考察

うに増

料など

財務収

長している。中国の大学全体

学生から直接徴収している料

入総額の約 ％を占めている

でも授業

金は大学

（図 ）。

図 出典：「中国統計年鑑 」

）

図

学生寮収入

出典：「中国統計年鑑

の経営形態と

」

関係がある。多くの学食及びレ

有料

重な収

入を上

や衛生

人のも

ものを

大学は

学はほ

化以後の学生寮収入は大学に

入源の つになった。多くの

げるため，入寮費以外に見栄

面などの理由で，布団やシー

のを認めず，強制的に大学が

レンタルさせる。報道による

飲料水まで有料にした。 部

かのこれといった「創収」手

とって貴

大学は収

えの良さ

ツなど個

用意した

と，ある

の地方大

段がなく，

ストランは独

中の小さな企

年 定の額し

定した収入で

）各種の

この部分は

うがない。な

立採算性であり，つまり学校

業みたいなもので，大学側に

か上納しない。その意味では

ありながら，多くは望めない

雑費収入

かなり灰色であり，確認のし

ぜなら各大学にはどのような

の

毎

安

。

よ

収

寮費収

の柱と

）

学生

である

の総収

入を授業料収入以外のもう

見なしている傾向がある。

食堂経営利益

食堂は最も基本的な営業性事

。しかしこの部分の収入は意

入に占める割合が小さい。こ

つの収入

業の つ

外に大学

れは食堂

費項目がある

る。授業料的

るのは「補講

選考するとき

求する特別料

「特別協賛費

部の大学は

かは殆ど確認不可能だからで

な費用として 般に知られて

費」，「追試費」など。他に入

基準点数に満たない入学者に

，人気学部や専門に入るため

」など，名目はいくらでもあ

履修したくない授業の単位ま

あ

い

学

要

の

る。

で



購入さ

これ

せている。

らの収入は大学に入るより，

大学教育 第 号（ ）

学部など

京大学と清

年北京大

華大学である。資料によると

学の企業全体の営業収入は

，

に入る

）

前述

フェン

造り，

なテナ

場合が殆どである。

不動産収入

のように，多くの大学はキャ

スを取り壊して，通り沿いに

テナント料を得るようになっ

ントビルをつくる大学もある

ンパスの

商店街を

た。大き

。特に市

億元で，大学

その年，国が

億元で，企業

近い水準にな

北京大学の

がある 方，

も多い。大学

に 万元利益を上納した

北京大学交付した運営費は

の上納利益は国の交付金の半

った）。

ように経営がうまくいった大

経営失敗で赤字を被られる大

経営企業の収入は大学によっ

。

分

学

学

て

の中心

の恩恵

この

なる。

）

出版

源にな

部に近い大学や，大都会の大

を多く受けている。

部分の収入は基本的に大学側

出版事業利益

事業は多くの大学にとって大

っている。高い進学熱と経済

学にはこ

の収入に

きな収入

上昇期の

天と地ほどの

合も雲泥の差

）成人教

成人教育と

集している。

と大学側がパ

多く，大学の

差があり，大学収入に占める

がある。

育及び通信教育授業料収入

遠隔通信教育は多くの学生を

この部分の収入は成人教育学

ーセンテージで分け合うこと

収入の柱のひとつになりつつ

割

募

院

が

あ

資格熱

らのた

れらの

えてい

した。

学の出

入は数

してい

や新しい知識への飽きない欲

めの参考資料に大きな需要を

知識に長けている大学の教員

る大学出版社には大きな商機

筆者の大学同級生は北京のあ

版社社長を永年勤めたが，毎

億元で，大学に数百万元の利

る。同時に出版社の社員にも

求はそれ

生み，そ

を多く抱

をもたら

る師範大

年営業収

益を上納

高給や高

る。

）進学な

この事業は

いるので，学

した。人気専

になり，教職

いる。

どの補習及び研修活動収入

基本的に各学部や専門がやっ

部の「創収」の主な部分に成

門の学部はその分とてもリッ

員に多大なボーナスを支給し

て

長

チ

て

福祉を

は妬み

この

できな

）

「創

結果，

実施しているので，大学教職

の対象になるほどであった。

部分の収入は多くの大学にと

いほどになっている。

大学経営企業利益

収」と「教育産業化」の政策

各大学は様々な企業を興した

員の間で

って無視

を進めた

。特有な

大学の教室

利益分を大学

）委託研

中国には大

あるから，幹

ることはいま

団体からの委

や設備などを使っているので

側にも上納している。

修費

学崇拝とも言うべき社会現象

部社員の研修など大学に委託

でもよくある。 般企業や社

託研修教育は 昔前までは大

，

が

す

会

学

技術で

な事業

範大学

パスの

安交通

けでは

造った

作った企業もあれば，単純に

に参入しただけの企業もある

は賑やかな市街地にあるので

角にホテルまで造ってしま

大学は学校の近くにホテルを

なく，北京にまで投資して

。大学経営企業に最も成功し

儲けそう

。北京師

，キャン

った。西

造っただ

ホテルを

たのは北

の大きな収入

伴い，いまは

り低くなり，

）留学生

留学生受け

託研修費」と

源だったが，他の収入の増長

大学の収入に占める割合はか

限定されている。

授業料及び宿泊料収入

入れ事業に伴う収入は上の

同じく，昔は大学にとって魅

に

な

「委

力



的な収

り低下

中国の大

入源だったが，いまはその地

した。しかも殆どの大学は留

学の財務事情についての初歩的な

位はかな

学生受け

）寄付集

全国の大学

考察

め

などが集めた寄付金総額は

入れ事

こり，

る。

にとっ

業を始めたので，学生の奪い

在籍学生数はとても不安定に

部の超有名大学を除いて，多

てあまり期待できない。

合いも起

なってい

くの大学

年以来，毎年

百億元を超え

いう行為は特

名大学に集中

般大学はあま

大学によって

数 億元，特に 年以来毎

ている（図 ）。しかし寄付

別の意味合いが強く， 部の

する傾向があるので，地方の

り望めない。そう言う意味で

収入に占める割合は全然違う

年

と

有

，

。

）

「北

図

銀行からの融資

京師範大学は中国農業銀行か

出典：「中国統計年鑑

ら 億元

も言える。現

が雨後の竹の

」

に中国の各地に新しい「大学

子のようにあっという間にで

城」

き

の融資

「華中

大学は

ごろか

増える

値上げ

に収入

では押

」，「吉林大学は銀行から 億

科技大学は銀行から 億融資

中国銀行から 億元融資」…

ら，中国の新聞にこのような

ようになった。授業料の天井

，新入生の拡大募集など，大

が増えると同時に，旧来のキ

しかけてくる学生を収容でき

元融資」，

」，「浙江

… 年

見出しが

知らずの

学は確実

ャンパス

なくなっ

あがり，とて

これは大学

造の大事な

た。

．財務の

このように

も壮観な景色になっている。

の収入とは言えないが，財務

部であるから，ここに取り上

管理体制

複雑な収入項目や財務体制を

構

げ

中

た。そ

るよう

金する

資金が

と，各

資金を

の数年

こを各銀行が目につけ，大学

になった。大学はそれまで銀

という考えは全くなかったが

これほど簡単に手にはいる

大学は 気に融資に走った。

新しいキャンパスを作ったり

の中国の大学の建築ラッシュ

に融資す

行から借

，莫大な

と分かる

融資した

して，こ

の原資と

国の各大学は

るのか。

国や地方政

が掌握管理し

理支配してい

学部や企業な

するという形

体どのように管理維持して

府からの交付金は基本的に大

，授業料収入も原則大学側が

る。そのほかは殆ど事業の実

どが利益の 部を大学側に上

を取っている。企業は大学経

い

学

管

施

納

営



であり

毎年

ながら，殆ど独立採算性であ

定の額を大学に上納するだけ

大学教育 第 号（ ）

るから，

で，残り

大学」を分け

の通り，国が

られ，「重点大学」にはその

重点的に投資し，毎年交付す

名

る

は企業

は自由

額大学

納する

学塾な

テージ

人件費

の再投資や職員への配分など

である。成人教育や，留学生

側が掌握する大学もあれば，

だけの大学もある。そして各

ど，研修収入は原則大学側と

で分ける形を取っている。

や経費など支出も含めて学部

，使い方

教育も全

定額を上

学部の進

パーセン

般的には

などが

運営費は非重

からの 世紀

建設するとい

ジェクトでは

分することに

での重点大学

「省属」大

点大学より遙かに多い。

カ所世界的レベルの大学

う「 工程」という国家プ

， 大学に予算を重点的に

なっており，これもまたいま

が殆どである。

学では原則各省がその予算を

年

を

ロ

配

ま

決

割

．収

調査

ドの発

ピード

をとり，大学側に 割を

入で見る大学の 極化

や調べのうち，中国の大学の

展ぶりの裏には，深刻な 極

で進んでいることが明らかに

上納する。

猛スピー

化も猛ス

なった。

めるので，省

国の地域差が

は高等教育の

地域の経済的

もち，所属の

しかし内陸の

は教育予算は

まり交付でき

の財政事情に依存している。

非常に大きいので，省によっ

ばらつきはとても大きい。沿

に発達した省では潤沢な資金

大学に多くの運営費を交付す

経済的に立ち後れた地域の省

限られ，所属の大学には勿論

ない。例えば 年北京市は

中

て

海

を

る。

で

あ

管

）

中国

に分け

管轄の

で，日

は各地

いる大

「部

公的運営費の 極化

の国公立大学は現在「部属」

ている。「部属大学」とは国

，中央政府の財政で運営して

本で言えば国立大学。「省属

方政府管轄，地方財政予算で

学，日本で言えば公立や県立

属」大学では「重点大学」と

と「省属」

家教育部

いる大学

大学」と

運営して

大学。

「非重点

轄の大学に大

育事業費を支

川省は大学

新彊ウイグル

かない。その

公的な運営費

てしまった。

学生 人平均 万 千元以上

出した。しかし同じ事業費で

生 人平均 千 百元あまり

自治区では 千 百元あまり

差はざっと 倍以上（図

だけでも信じられないほど開

教

は

，

し

）。

い

図 出典：「中国統計年鑑 」



）

中国

中国の大

授業料の 極化

の大学では授業料は自由化さ

学の財務事情についての初歩的な

れている

情に光と影を

考察

はっきりと映した。

から，

由に決

ど授業

もう

料の支

る。例

％

各大学はその学部と専門の人

める。そのため，大都市の有

料は高く，相応に授業料収入

つ無視できないのは，各大

払い能力を持たない学生の

えば河北省の大学では農村出

を占めている。しかしかの有

気度で自

名大学ほ

も多い。

学で授業

比率であ

身学生は

名な北京
）

）寄付に

寄付という

や人気学部・

期は多くの有

冠する校舎や

近はこれらの

立され，元々

おける 極化

行為は性質上，もともと有名

学科に集中しがちである。

名大学に香港の資産家の名前

図書館が多くお目見えした。

大学には多くの奨学金基金を

少ない農村出身者の多くは奨

校

時

を

最

設

学

大学で

農村出

料を支

く抱え

大きい

ず，徴

大きい

い。こ

は農村出身学生は ％しか

身者の多くは経済的な理由に

払う能力を持たず，これらの

ている大学ほど，授業料収入

。もともと授業料が安いにも

収にも支障があるなら，大学

な影響をもたらすのは言う

こでは授業料収入の 極化も

いない 。

より授業

学生を多

に影響が

かかわら

の運営に

までもな

猛烈なス

金で学業を全

地方の無名

ず，当然学生

「金はある

われだが，中

くその通りで

．結び

うできるようになった。 方

大学では寄付金が殆ど集めら

に支払う奨学金もあまりない

ところに集まる」は昔からの

国の大学における寄付行為は

ある。

，

れ

。

い

全

ピード

）

数

起こし

い。企

が大き

は多く

で進んでいる。

校営企業経営による収入の

年以来，中国の各大学は多く

たが，成功したのはごく 部

業の経営成功云々は経営者の

く左右している。これを甘く

，それなりの技術があれば企

極化

の企業を

に過ぎな

経営能力

見た大学

業として

中国の大学

発展してきた

授業料の自由

とが明らかに

るほど，その

ゲームのよう

当てに， 部

は近年，中国の経済発展以上

。その原動力は学生拡大募集

化であり，銀行の融資である

なった。しかし，調べれば調

バブル的な要素が気になる。倍

に増長する授業料収入などを

の大学は銀行から莫大な融資

に

と

こ

べ

々

目

を

成功す

関係な

営が思

莫大な

企業

大学と

年

大学経

ると思われがちだった。そし

い企業もたくさん起こした。

うようにいかず，倒産して大

損失を被ることも多かった。

経営で最も成功した中国の大

清華大学である。北京大学の

度営業収入は 億元を超え

営企業総営業収入の 分の

て技術と

しかし経

学は逆に

学は北京

校営企業

，全中国

を占め

受け，きわめ

ス拡大に走っ

経営の最も安

的にはそれを

いかも知れな

学生の募集は

学自身はコン

の就職問題が

て見通しの甘い計画でキャン

た。授業料収入はもともと大

定した収入であるはずで，

目当てにするのは間違いでは

い。だが，中国の事情は違う

国の計画と指示によるので，

トロールできない。現に卒業

社会問題化した今，中国政府

パ

学

般

な

。

大

生

は

た。清

の雄で

企業営

る。

企業

大きな

差が開

華大学も中国大学企業経営の

あり， 校の企業営業収入は

業収入の半分近くを占める
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